
友
の
会
事
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い

カ
メ
ラ
部

　
　
　
部
　
長
　
戸
田
英
義

　
　
　
幹
事
長
　
安
藤
宣
朗

ウ
オ
|
キ
ン
グ
部

　
　
　
部
　
長
　
日
比
正
徳

　
　
　
副
部
長
　
黒
川
徳
男

　

　　　　（２）　　　　　　富士電機三重退職者友の会　　　　　　　令和３年８月５日　　　　　　　　　　第１１１号

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
　
　
会
　
長
　
黒
川
益
雄

　
　
　
幹
事
長
　
土
肥
耕
三

カ
ラ
オ
ケ
部

　
　
　
部
　
長
　
岡
本
一
見

　
　
　
幹
事
長
　
市
川
謙
三

家
庭
菜
園
部

　
　
　
部
　
長
　
河
田
詔
二

　
　
　
幹
事
長
　
生
川
喜
代
一

※
各
趣
味
の
会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
連
絡
先
：
0
5
9
・
3
3
0
・
1
5
0
4
（

組
合
ま
で
）

趣
味
の
会

　
※
掲
載
内
容
に
は
今
後
の

　
　
活
動
予
定
が
含
ま
れ
て

　
　
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

　
　
の
影
響
を
受
け
予
定
の

　
　
変
更
を
行
っ
て
い
る
場

　
　
合
が
あ
り
ま
す

ゴ
ル
フ
同
好
会

　
　
　
会
　
長
　
堀
内
　
定

　
　
　
幹
事
長
　
児
玉
吉
彦

旅
く
ら
ぶ

　
　
　
部
　
長
　
大
岡
利
勝

　
　
　
幹
事
長
　
黒
川
徳
男

パ
ソ
コ
ン
部

　
　
　
部
　
長
　
日
比
正
徳

　
　
　
幹
事
長
　
辻
　
久
雄

船
釣
り
部

　
　
　
部
　
長
　
平
子
光
則

　
　
　
幹
事
長
　
大
井
政
幸

盆
栽
園
芸
部

　
　
　
部
　
長
　
木
村
修
太
郎

　
　
　
幹
事
長
　
森
東
巳
男

朗
吟
部

　
　
　
部
　
長
　
佐
野
誠
一

　
　
　
幹
事
長
　
藤
本
菊
水

囲
碁
部

　
　
　
部
　
長
　
伊
藤
英
彦

　
　
　
幹
事
長
　
玉
置
孝
盛

カ
ラ
オ
ケ
部
は
平
成
十
三
年

に
、
今
は
亡
き
島
岡
氏
を
師
と

し
て
歌
好
き
男
女
十
数
名
で
発

足
し
ま
し
た
。
ジ
ョ
イ
フ
ル
の

二
階
を
拠
点
に
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ

ト
を
設
置
し
月
一
回
練
習
日
を

決
め
自
慢
の
歌
を
持
ち
寄
り
競

い
合
っ
て
来
ま
し
た
。

退
福
共
主
催
の
年
に
一
回
、

伊
勢
・
津
・
鈴
鹿
各
大
会
に
そ

の
都
度
十
数
名
が
参
加
し
練
習

の
成
果
を
如
何
な
く
出
し
切
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
文
化
会
館

の
友
の
会
記
念
総
会
後
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
カ
ラ
オ
ケ
部

員
数
名
が
自
慢
の
歌
を
発
表
し

会
場
を
盛
り
上
げ
た
事
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
の
活
動
は
月
一

回
の
定
例
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
忘

年
会
等
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分

し
て
活
動
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
部
は
一
月
～
三
月

に
か
け
て
特
別
テ
ー
マ
と
し
て

テ
レ
ワ
ー
ク
を
学
習
し
、
数
多

い
会
議
シ
ス
テ
ム
を
比
較
検
討

し
た
結
果
、
「
ズ
ー
ム
」
が
適

し
て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。

最
大
の
特
色
は
①
ソ
フ
ト
イ

ン
ス
ト
ー
ル
が
容
易
で
無
料
。

②
二
人
～
多
人
数
の
会
議
が
で

き
る
③
二
人
会
議
は
時
間
無
制

限
無
料
、
三
人
以
上
会
議
は
四

０
分
間
無
料
な
ど
。
四
月
以
降

は
例
会
で
テ
レ
ワ

ー
ク
を
試
行
し
て

お
り
、
全
員
が
日

常
的
に
行
え
る
様

学
習
中
で
す
。
あ

な
た
も
試
し
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
三
年
度
の
第
二
回
大
会

を
六
月
九
日
に
開
催
す
る
計
画

で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た

が
、
三
重
県
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

発
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
残

念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
中
止

と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
第
三
回
大
会
を
九
月

十
四
日
開
催
で
計
画
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
鈴
峰
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
の
浴
室
の
改
修
予
定
と
重
な

っ
た
為
、
十
月
六
日
に
変
更
を

し
て
開
催
す
る
こ
と
に
致
し
ま

し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
い
つ
も
よ

り
早
く
開
催
の
案
内
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
旅
く
ら
ぶ
」
で
は
昨
年
度
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
、

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
諸
行
事

を
全
て
中
止
し
ま
し
た
。
令
和

三
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
、

「
第
十
二
回
総
会
議
案
書
」
を

会
員
に
送
付
し
て
、
当
面
の
活

動
中
止
の
伺
い
を
た
て
、
全
員

の
賛
成
を
得
ま
し
た
。

今
後
、
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
」
が
行
き
届
き
、
状
況
が

好
転
し
ま
し
た
ら
、
感
染
防
止

を
再
確
認
し
て
、
日
帰
り
も
含

め
旅
行
を
模
索
し
て
、
会
員
の

皆
様
に
実
施
可
否
の
ご
意
見
伺

い
を
実
施
し
ま
す
。

「
旅
く
ら
ぶ
」
で
は
、
会
員

の
ご
意
見
・
新
会
員
加
入
を
心

待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
二
回
大
会
五
月
八
日
、

三
四
名
の
参
加
を
得
て
塩
浜
に

於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
前
日

の
雨
も
止
み
好
天
気
で
し
た
。

次
回
予
定
は
九
月
四
日
で
す
。

令
和
三
年
の
足
踏
み

今
年
は
、
船
の
オ
ー
バ
ホ
ー

ル
の
遅
れ
か
ら
出
船
で
き
ず
。

過
去
の
釣
果
の
写
真
を
掲
載
し

ま
す
。

二
年
越
し
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

今
年
は
、
増
進
セ
ン
タ
ー
の
閉

鎖
が
無
く
三
重
工
場
の
健
康
診

断
が
行
わ
れ
る
と
聞
き
、
満
開

の
サ
ツ
キ
を
見
て
心
に
余
裕
を

も
っ
て
も
ら
う
事
が
、
で
き
れ

ば
と
五
月
十
五
日
か
ら
二
二
日

ま
で
、
サ
ツ
キ
・
盆
栽
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
サ

ツ
キ
な
の
か
？
と
思
わ
れ
る
種

類
の
サ
ツ
キ
を
、
米
平
さ
ん
ご

家
族
の
協
力
の
元
、
展
示
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
又
、
大

菊
の
挿
し
芽
会
を
四
月
二
四
日

に
増
進
セ
ン
タ
ー
入
口
北
で
十

時
か
ら
十
二
時
ま
で
、
又
、
大

菊
・
福
助
菊
の
挿
し
芽
会
を
七

月
十
七
日
に
開
催
し
十
一
月
中

旬
に
菊
花
の
展
示
会
に
向
け
部

員
十
一
名
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

七
月
に
入
っ
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
者
は
減
っ
た
り
、
増

え
た
り
の
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。そ

の
よ
う
な
中
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
開
催
！
・
・
・

大
丈
夫
か
な
あ
？
我
が
朗
吟

部
の
全
富
士
吟
詠
大
会
は
例
年

六
月
開
催
で
す
が
、
昨
年
同
様

に
中
止
の
決
定
を
し
ま
し
た
。

残
念
で
す
が
致
し
方
な
い
で

す
ね
。

し
か
し
、
三
重
朗
吟
部
の
大

会
・
忘
年
会
は
、
部
員
み
ん
な

で
相
談
し
た
結
果
、
十
一
月
二

六
日
に
実
施
す
る
こ
と
を
予
定

し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
収
束
・
終
息
を
祈

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
五
月
会
員
で
あ
る
市

川
雅
美
さ
ん
か
ら
、
私
玉
置
に

碁
打
ち
ま
せ
ん
か
と
誘
わ
れ
市

川
さ
ん
の
自
宅
で
打
ち
ま
し
た
。

三
回
戦
で
、
市
川
さ
ん
が
二
勝

一
敗
で
、
私
が
負
け
ま
し
た
。

久
々
の
対
局
の
為
打
ち
終
わ
っ

た
後
、
気
持
ち
良
く
、
す
っ
き

り
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
県
内
で

の
新
規
感
染
者
が
、
二
桁
台
か

ら
一
桁
台
へ
減
少
し
、
か
っ
て

の
日
常
が
戻
る
兆
し
が
、
感
じ

ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
し

か
し
油
断
大
敵
で
す
。

秋
季
囲
碁
大
会
は
、
コ
ロ
ナ

の
収
束
状
況
を
踏
ま
え
判
断
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
部
会
は
野
菜
作
り
を

楽
し
み
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
に
あ
っ
た
物
を
作
っ
て
い
ま

す
。
部
員
は
十
八
名
で
す
。
夏

の
収
穫
を
め
ざ
し
、
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
の
種
を
春
に
。
又
、
冬

に
収
穫
の
白
菜
・
キ
ャ
ベ
ツ
・

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
苗
を
会
員
に

配
布
し
生
育
さ
せ
て
家
族
の
皆

で
、
又
、
友
達
に
お
す
そ
わ
け

を
・
・
全
員
が
逢
っ
て
勉
強
会

や
苦
労
話
な
ど
が
コ
ロ
ナ
禍
で

出
来
な
い
状
況
で
す
が
、
個
々

に
は
会
話
が
は
ず

ん
で
い
る
様
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

影
響
で
外
出
自
粛
、
各
地
で
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
祭
事
の

中
止
な
ど
に
よ
り
撮
影
チ
ャ
ン

ス
が
断
た
れ
、
四
月
二
二
日
の

撮
影
会(

豊
橋
の
ん
ほ
い
パ
ー

ク
）
五
月
の
フ
リ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
予
定
し
て
い
た
活
動
は

全
て
中
止
状
態
で
す
。
今
後
の

予
定
は
、
九

月
と
十
一
月

に
撮
影
会
十

月
に
フ
リ
ー

コ
ン
テ
ス
ト

来
年
一
月
中

旬
に
新
春
宿

泊
撮
影
会
を

予
定
し
て
お

り
ま
す
。

友
の
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら

せ
と
お
願
い
で
す
。

●
新
規
活
動
ア
イ
テ
ム
「
会
員

有
志
に
よ
る
活
動
支
援
」
申

請
手
続
き
に
つ
い
て

五
月
に
総
会
を
開
催
で
き
ず

今
号
一
面
に
て
議
案
の
決
議

結
果
の
ご
報
告
と
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
令
和
二
年
度

活
動
実
績
に
基
づ
く
申
請
期

限
を
十
月
末
迄
延
期
致
し
ま

す
。
尚
、
お
問
合
せ
等
は
、

事
務
局
の
尾
関
ま
で
。

●
会
員
か
ら
の
「
投
稿
欄
」
の

新
設
に
つ
い
て

友
の
会
だ
よ
り
の
紙
面
の
一

部
を
活
用
し
「
会
員
か
ら
の

投
稿
コ
ー
ナ
ー
」
を
新
た
に

設
け
、
会
員
参
加
型
の
色
合

い
を
多
く
し
て
い
き
た
い
と

令
和
四
年
三
月
二
０
日
に
、

鈴
鹿
市
白
子
地
区
ふ
る
さ
と
巡

り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
四
月

三
日
に
は
四
日
市
港
地
区
巡
り

の
下
見
を
会
員
の
田
中
貞
男
様

の
ご
案
内
で
実
施
し
ま
し
た
が
、

本
番
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で

中
止
と
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

少
々
の
雨
の
場
合
、
決
行
し
ま

す
の
で
ご
参
加
を
お
考
え
下
さ

い
。ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
き
）
は

健
康
の
原
点
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
入
会
を
お
待
ち
し
ま
す
。

令
和
二
年
度
に
続
き
、
コ
ロ

ナ
感
染
予
防
対
策
に
最
大
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
、
五
月
十
六

日
に
四
日
市
港
地
区
ふ
る
さ
と

巡
り
、
十
月
十
七
日
に
い
な
べ

市
大
安
町
ふ
る
さ
と
巡
り
、
十

一
月
二
一
日
、
又
は
、
二
八
日

に
紅
葉
の
湖
東
三
山
か
、
ス
ス

キ
の
曽
爾
高
原
バ
ス
ハ
イ
ク
、

■
親
睦
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

塩
浜
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
で
開
催

今
年
三
月
六
日
春
日

和
の
中
、
四
四
名
の

参
加
を
得
て
開
催
し

ま
し
た
。
試
合
中
も

マ
ス
ク
着
用
な
が
ら

熱
気
に
溢
れ
健
康
増

進
に
大
い
に
役
立
っ

た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
競
技
の
結
果
は
、

優
勝
が
水
口
賢
一
さ
ん
（
写

真
中
央
）
、
準
優

勝
に
加
藤
峯
郎
さ

ん
（
写
真
右
）
、

三
位
木
村
茂
子
さ

ん
（
写
真
左
）
で

し
た
。
（
マ
ス
ク

を
は
ず
し
て
写
真

撮
影
し
て
い
ま
す
）

■
大
相
撲
名
古
屋
場
所
十
一
日

目
観
戦
（
七
月
十
四
日
）

二
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
名
古
屋

場
所
。
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
策
を
遵
守

す
る
中
、
眼
前
の

土
俵
上
で
展
開
さ

れ
る
各
力
士
の
熱

戦
を
十
二
名
で
観

戦
。
今
回
よ
り
高

田
川
部
屋
と
の
交
流
機
会
が

な
く
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の

迫
力
と
醍
醐
味
を
充
分
に
味

わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

考
え
て
い
ま
す
。

当
会
運
営
や
友
の
会
だ
よ
り
に
関
す

る
ご
意
見
・
ご
感
想
で
も
結
構
で
す
。

或
い
は
、
取
組
ま
れ
て
い
る
活
動
等

の
Ｐ
Ｒ
媒
体
と
し
て
活
用
頂
い
て
も

構
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
内
容
で

も
結
構
で
す
。
編
集
担
当
責
任
者
の

稲
垣
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

新
入
会
員
紹
介

・
桑
名
市

（
令
和
三
年
四
月
）

三
林

正
彦
さ
ん

・
四
日
市
市

（
令
和
三
年
四
月
）

吉
田

茂
樹
さ
ん

竹
内

房
子
さ
ん

（
令
和
三
年
七
月
）

田
中

雅
也
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
訃
報

・
四
日
市
市

（
令
和
三
年
四
月
）

橋
本

章

さ
ん
（
九
十
歳
）

片
山

華
子
さ
ん
（
九
十
歳
）

・
鈴
鹿
市

（
令
和
二
年
七
月
）

加
藤

昌
良
さ
ん
（
八
十
歳
）

（
令
和
三
年
七
月
）

長
谷
川

光
雄
さ
ん
（
八
十
六
歳
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

こんな船釣りをやってみたいと思

う人は、友の会事務局又は、船釣

り部員までご連絡下さい。

今号では森川広美さんからお寄せ頂いた

「鳥獣戯画」をご紹介します。ご本人曰く

最近習い始められたばかりとのことです。

友
の
会
活
動
報
告

◆「工場見学会延期」と「三重

工場納涼祭り中止」のお知らせ

２０２１年度の活動計画に織込み

１０月頃実施する予定でおりました

「工場見学会」は、コロナ禍を踏ま

え、来年３月頃に一旦延期させて頂

きます。

また、「三重工場納涼祭り」につき

ましても、昨年同様「中止」の意思

決定が行われております。

入会してみ

ようかなと

思われる方
090・1473・

5450 生川

迄ご連絡下

さい。


